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令和 4年 8月 17日

鈴鹿市民のコミバスをよくする会 
｀

会長 辻井 良和 様                      1111 .
鈴鹿市長 末松 則子

「生活交通の充実」に関する要望に対する回答について  ｀`・‐

平素は,本市の交通行政に御理解と御協力を賜り厚く御礼申し上げます。
さて,令和 4年 7月 14日付けにて,要望いただいた,下記の 3項目につきま

して,別紙のとおり回答させていただきますので,御確認いただきますようお願
い申し上'げます。

なお,回答に対して御不明な点等がございましたら,お手数をおかけしますが,

事務担当宛に,お問合せいただきますようお願い申し上げます。

記

「生活交通の充実」に関する要望

1 「生活交通の充実」を推進する,専門部署を作ってください。
2 -ノ 宮地区での実証実験を抜本的に見直 してください。
3 石薬師地区で,住民の要望署名に応えた計画を行政の責任で進めてくだ

さい。

【事務担当】
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「生活交通の充実」をすすめて下さい (要望)に対する回答

「生活交通の充実」を推進する,専門部署を作ってください。

【回答】

本市における交通ネットワークの整理において 「生活交通」は,地域公共交通 (鉄道・

バス・タクシー),地域主体の移動手段,福祉輸送,施設の送迎車等が該当し,よ り広義に

捉えると,自家用車,バイク,自転車,徒歩等の私的交通も含まれると考えます。

ついては,「生活交通の充実」の推進のためには,ま ちづ くり (拠点 0道路整備)及び地

域公共交通ネットワークの構築の 2つの視点で取組を進めていく必要があります。

地域公共交通の将来ネットワークイメージは,鈴鹿市地域公共交通計画 (P29-30)の と

おり,現状のネットワークの維持を基本としながら,社会情勢等を踏まえて,基幹交通の

利便性向上や路線再編を検討 し,地域の実情に応 じて支線交通の導入を支援する等,持続

可能な地域公共交通ネットワークの形成を目指すこととしています。

「地域の実情に応じて支線交通の導入を支援」の取組は,地域公共交通での対応が難 し

い移動ニーズに対 して,地域が主体 となって新たな移動手段を検討・導入する際に,行政

が必要な支援を行うもので,計画の施策 2… 1,2-2に位置付けています。

施策 2‐ 1の具体的な取組内容である,新たな移動手段の検討 ,導入の手順は,はじめ

に,緑ナンバーの交通手段で対応できないか検討を行い,対応が困難である場合には,地
域の輸送資源の活用やボランティア輸送等を検討する手順が望 しいと考えています。今

後,手引書を作成する過程では,鈴鹿市地域公共交通会議において,関係者と協議を行

い,改めて整理 して参 ります。

以上を踏まえると,地域の移動課題の解決を図る新たな移動手段は,地域の実情に応 じ

て最適な交通モー ドであることが望ましく,交通施策だけでなく,福祉の観点からも検討

する必要があり,施策 2-2の 具体的な取組内容のとお り,庁内関係部局が調整 して多様な

主体との連携により移動手段が確保できるよう,柔軟に対応できる体制を構築して参 りま

す。

2 -ノ 宮地区での実証実験を抜本的に見直してください。

【回答】

本市の公共交通空白地域のうち,高齢者数が最も多く,民間路線バスが廃止となった経

緯のある一ノ宮地区において一ノ宮地域づくり協議会と本市の協働事業として,令和 3年

1月 25日 から乗合旅客運送の実証実験を開始しました。

現行の路線 0時刻表は,令和 3年 12月 1日 に運行計画の変更を行ったもので,曜 日に

よって路線を分けて,乗合ワゴンを運行しています。



本事業は,一ノ宮地域づくり協議会との協働事業であり,乗合ワゴンの運行計画の変更

にあたっては,ア ンケート調査や地域住民との意見交換の結果に基づき,関係者が協議を

行い合意形成のもと実施しています。

3 石薬師地区で,住民の要望署名に応えた計画を行政の責任で進めてください。

【回答】

石薬師地区 (2,540世帯,6,400人 )においては,C一 BUS庄内・神戸線が運行してい

ますが,停留所までの距離が遠いことや運行本数が限られている等,旅客運送としてのサ

ービスレベルが低いため,貴会の提案された「ワゴン車を活用した無料の電話予約方式の

生活交通バス」に賛同された地域住民が 2,000人以上という結果であつたと受け止めてお

ります。

本市は,市民の暮らしや産業を支える地域公共交通を維持・確保する取組が重要である

という考えのもと,鈴鹿市地域公共交通計画を策定しました。

本計画においては,C一 BUSを市内幹線 (市内の拠点間,拠点と主要な施設をつな

ぎ, 日常生活を支える)と位置付け,施策としてC一 BUSの運行維持を前提に,持続可

能なC一 BUSのあり方を検討し,必要に応じて路線の見直しを行うこととしています。

ついては,今後,石薬師地区の住民の皆様とC一 BUSのあり方を検討するための意見

交換会等を開催させていただき,ご意見やご要望を踏まえて,現行のC一 BUSの路線の

見直しの検討や利便性向上に努めて参ります。

その上で,C一 BUSでは対応が難しい移動ニーズに対して,既存の地域公共交通であ

るタクシーの活用や緑ナンバーの交通手段の導入に向けて,地域の皆様と取り組んで参り

たいと考えています。

なお,令和 4年 6月 中旬に,石薬師地区の自治会から,市の交通施策の説明・意見交換

を行いたい旨の依頼がありましたので,鈴鹿市地域公共交通計画に位置付けた,施策 2-2

の具体的な取組内容である,地域主体の取組に対する支援として,意見交換会等を通じ

て,地域の実態・ニーズの把握に努め,課題解決に向けて取り組んで参ります。
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